
平成29年度 三郷町の決・算・報・告
　町の会計は、大きく分けて一般会計と特別会計、そして企業会計に分類されます。
一般会計は、町の仕事の中心部分を賄う会計、特別会計は特定の資金運用や事業を
行っている会計、企業会計は水道事業のように独立採算で運営を行っている会計で
す。
　今回、概要を報告するのは一般会計と一部の特別会計を合わせた「普通会計」と
呼ばれる会計ベースで、平成29年度の歳入総額は99億4,843万９千円、歳出総額
は93億7,378万２千円で、翌年度に繰り越す財源を差し引いた実質収支額は５億
6,796万６千円となり、黒字決算となりました。

平
成
29
年
度
の

主
な
事
業
の
成
果

●
中
学
校
建
替
事
業

　

老
朽
化
し
て
い
た
三
郷
中
学
校
の
建
て

替
え
が
平
成
29
年
４
月
に
着
工
し
ま
し
た
。

　

建
て
替
え
期
間
中
の
子
ど
も
た
ち
へ
の

ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
た
め
、
ま
た
、
快

適
に
通
学
し
て
も
ら
う
た
め
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
の
実
施
や
奈
良
学
園
大
学
へ
仮
設

校
舎
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
４
月
の
開
校
に
向
け
て
、
着

実
に
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

●
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進

　

ど
な
た
で
も
仕
事
が
で
き
る
共
有
オ

フ
ィ
ス
「
奈
良
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

35
」
を
、
平
成
28
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
国
の
働
き
方
改
革
が
う
た
わ
れ

る
中
、
三
郷
町
で
は
、
町
外
に
通
勤
さ
れ

て
い
る
方
で
も
ネ
ッ
ト
機
器
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
地
元
に
い
な
が
ら
、
い
つ
も
通

り
の
仕
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
様
々
な

人
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
「
多
世
代
交
流

の
場
」
と
し
て
も
注
目
さ
て
い
る
「
奈
良

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
35
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

●
子
ど
も
健
全
育
成
の
た
め
に

　

放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
環

境
づ
く
り
の
た
め
に
、
ま
た
、
子
育
て
世

2

地方交付税
24億３,０４８万８千円

（２４.４％）

町税 21億７,５８１万２千円（２１.９％）
●町税の内訳

町民税（52.7%)
11億４,５７６万４千円

都市計画税
１億２,３７９万４千円
町たばこ税
５,７２０万４千円

軽自動車税
４,２１３万３千円

入湯税
２５０万４千円

固定資産税
（37.0%）
８億４４１万３千円

町債
11億４,７１０万円

（１１.５％）

使用料・手数料
２億６,９４６万６千円

県支出金
５億１,１９４万２千円

繰入金
14億４６２万６千円

（１４.１％）

繰越金
２億８,０１４万７千円
地方消費税交付金
３億９５４万５千円

諸収入
１億８,６０９万１千円

国庫支出金
９億１,８０７万９千円

分担金負担金
１億２,４５１万５千円

その他　１億９,０６２万８千円

歳入総額
99億

４,８４３万
９千円

99億4,843万9千円歳入

※10％未満は表示しておりません

　町税のうち、都市計画税は
都市計画事業などにかかる費
用に充てるために課税する税
で、入湯税とともに目的税と
呼ばれます。三郷町では、都
市計画税は下水道整備事業
に、入湯税は観光振興事業に
活用しています。



　基金は法律や条例に基づいて設置し、歳入か
ら歳出を引いて残っている金額があった場合に
積み立てし、臨時の出費や目的の事業の実施が
見込まれる場合に取り崩して事業費に充てま
す。

◆ 基金 ◆

歳　　入 歳　　出

下 水 道 事 業 10億7,050万4千円 10億5,498万3千円

国民健康保険 29億2,319万1千円 27億9,514万1千円

介護保険事業 19億1,859万5千円 18億7,532万5千円

後期高齢者医療 3億3,371万円 3億3,302万円

特別会計決算
　

自
治
体
が
財
政
破
綻
す
る
こ
と
を
未
然

に
防
ぎ
、
破
綻
し
そ
う
な
自
治
体
の
財
政

を
早
期
改
善
す
る
た
め
、
財
政
状
況
を
四

つ
の
指
標
と
し
て
数
値
化
し
て
い
ま
す
。

　

三
郷
町
で
は
、
四
つ
の
指
標
全
て
、
基

準
値
内
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

健全化
判断項目

三郷町
（平成29年度比率）

早期健全
化基準

財政再生
基準

①実質赤字
　比率 ー 15.0％ 20.0％

②連結実質
　赤字比率 ー 20.0％ 30.0％

③実質公債
　費比率

△0.7％
（３ヵ年平均） 25.0％ 35.0％

④将来負担
　比率 19.4％ 350.0％ ー

◆ 三郷町の財政健全化判断比率 ◆

帯
の
支
援
の
た
め
に
、
三
郷
小
学
校
で
は

空
き
教
室
を
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
改
修

し
、
三
郷
北
小
学
校
に
建
物
の
増
築
を
行

い
ま
し
た
。

●
福
祉
施
策
の
充
実
の
た
め
に

　

高
齢
者
の
い
き
い
き
と
充
実
し
た
生
活

を
実
現
す
る
た
め
に
、
ま
た
地
域
の
元
気

づ
く
り
の
た
め
に
運
動
器
の
機
能
向
上
事

業
や
「
す
っ
き
り
教
室
」
な
ど
高
齢
者
の

方
へ
の
総
合
的
な
施
策
の
充
実
を
よ
り
一

層
強
化
す
る
た
め
、
行
政
と
町
民
が
一
体

と
な
っ
て
、
地
域
の
元
気
づ
く
り
、
ま
た

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
利
用
促
進

　

平
成
27
年
度
か
ら
通
知
カ
ー
ド
が
送
付

さ
れ
、
申
請
手
続
き
を
行
う
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
公
的

な
身
分
証
明
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
国
で
は
健
康
保
険
証
へ
の
活

用
等
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に

様
々
な
場
面
で
活
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
三
郷
町
で

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
作
成
に
よ
り
住

民
票
な
ど
の
証
明
書
を
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
発
行
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

基 金 の
現 在 高

平成29年度末
現在高

平成28年度末
現在高

財政調整
基 金

13億494万9千円 10億794万2千円

増減　+2億9,700万7千円

減債基金
7,486万8千円 2,351万2千円

増減　+5,135万6千円

公共施設
整 備 等
基 金

3億9,821万円 13億4,649万4千円

増減　‒9億4,828万4千円

そ の 他
基 金

6億6,403万円 9億6,223万2千円

増減　‒2億9,820万2千円

合 計
24億4,205万7千円 33億4,018万円

増減　‒8億9,812万3千円

3

補助費等
15億９,０６７万円
（17.0％）

歳出総額
93億

７,３７８万
２千円

扶助費
15億７１５万
３千円
（16.1％）

人件費
14億９,６９１万円
（１６.０％）

物件費
13億７,２４７万
５千円
（１４.６％）

普通建設
事業費
12億４,７２１万
１千円
（１３.３％）

繰出金
10億７,３１３万
１千円
（１１.４％）

公債費
５億１,３５５万２千円

維持補修費
２,５６９万９千円

積立金
５億２,９０３万円

災害復旧費
１,７４９万７千円

投資及び出資金・貸付金
45万４千円

93億7,378万2千円歳出

※�早期健全化基準は、財政状況が悪化しつつあり、早
期に改善が必要な基準（いわゆる「イエローカー
ド」）、財政再生基準は、行政運営に国や県の関与や
勧告を受ける基準（いわゆる「レッドカード」）です。

※10％未満は表示しておりません


